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お知らせ
•この取扱説明書に掲載されているイラストや画面は、すべて操作説明のためのもの
です。したがって、実際の仕様と異なる場合があります。
•Dante および Dante Controller は、Audinate 社の登録商標です。
•Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登
録商標です。
•Mac または Macintosh は、米国および他の国々で登録された Apple Inc. の商標
です。
•その他、本書に記載されている会社名および商品名等は、各社の登録商標または商
標です。
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ネットワークに接続する
ネットワークに接続する
Dante Accelerator を使用するには、以下の機器を接続した
イーサネットネットワークを設定する必要があります。 
•Dante Accelerator を取り付けたコンピューター
•Dante Controller が動作するコンピューター (上記と別の
コンピューターを使用する場合) 

•他の Dante 対応オーディオ機器

ネットワークを設定する前の注意事項

ギガビットイーサネットの対応
Dante Accelerator はギガビットイーサネットのネットワー
ク上で動作するように設計されており、100 Mbps のイーサ
ネット機器には対応していません。
Dante Accelerator をスイッチングハブに接続するときに
は、そのスイッチングハブがギガビットイーサネットに対応
していることを確認してください。また、Dante 
Accelerator はギガビットイーサネットポートに接続してく
ださい。

ギガビットイーサネット対応スイッチングハブを
選ぶ
Dante ネットワークは、一般的なギガビットイーサネット対
応スイッチングハブを使用した場合であっても、性能を最大
限に発揮できます。
Dante は、負荷の高いネットワークにおいても非常に正確な
同期を維持できるように、標準のイーサネットおよび IP 
Quality of Service (QoS) を使用しています。スイッチング
ハブを選ぶ際は、スイッチングハブが以下の機能に対応して
いるかどうか確認してください。
•4 つのキューと厳格な優先度キューイングを使った DSCP 
ベースの QoS

•ACL フィルタリング
•光ファイバーケーブル対応 (長距離伝送を行なう必要がある
場合)

•マネージドスイッチングハブ (スイッチングハブの管理や
ネットワークのモニターをする場合)

以前使用していたスイッチングハブを使用する場合は、設定
をあらためて確認してください。
スイッチングハブの選択の詳細については、Audinate 社の
ウェブサイト (www.audinate.com) のサポートセクション
をご参照ください。

イーサネットケーブルを選ぶ
Dante は標準のイーサネットおよび IP を使用しており、
CAT5e 以上や光ファイバーなどの標準のイーサネットケー
ブル (STP) を使用できます。
イーサネットケーブルの状態が良好で、ポートに問題がない
ことを確認してください。
CAT5e 以上のイーサネットケーブルには、1 Gbps で約 
100 m* の伝送距離制限があります。それ以上の長距離伝送
を行なう場合は、光ファイバーケーブルを使用してください。
* ケーブルの種類によって、使用できるケーブルの長さは異
なります。
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ネットワークに接続する
ネットワークを設定する
Dante Accelerator は Dante 専用オーディオインター
フェースです。Dante Controllerでは、Dante Accelerator 
をネットワーク制御 (Dante 機器の設定およびオーディオの
ルーティング) 用のポートとして使うことはできません。
ネットワーク制御は、Dante Controller がインストールさ
れているコンピューターの標準ネットワークアダプター経由
で行なう必要があります。
そのコンピューターに Dante Accelerator も取り付けられ
ている場合は、そのコンピューターを、2 本のイーサネット
ケーブルでスイッチングハブにつないで、Dante ネットワー
クに接続する必要があります。
ネットワークの基本構成

スイッチングハブにギガビットと 100 Mbps の両方のポー
トがある場合、すべての Dante Accelerator を (可能であれ
ばすべての機器も) ギガビットポートに接続してください。

1. すべてのコンピューターが IP アドレスを自動設定する
ように設定します。

2. スイッチングハブの電源を入れます。

3. 各機器をイーサネットケーブルでスイッチングハブの
ギガビットポートに接続します。

コンピューターに以前の IP ネットワーク設定が有効な状態
で残っている場合、コンピューターの再起動が必要となる場
合があります。
すべての機器に IP ネットワーク設定が自動的に割り当てら
れます。

Dante 
Accelerator

イーサネットネットワークアダプター

スイッチングハブ

Dante 対応機器
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ネットワークに接続する
リダンダント接続を構成する
Dante リダンダンシーでは、プライマリーとセカンダリーの
完全に独立した 2 つのネットワークを使用します。
Dante リダンダンシーを設定して使用するには、下図のよう
に、リダンダンシーに対応した Dante 機器を、2 本のイー
サネットケーブルで 2 台のスイッチングハブに接続します。
以下の機器はプライマリーネットワークのみに接続します。
•Dante Controller が動作するコンピューター
•リダンダンシー非対応の Dante 機器
リダンダンシー対応の Dante 機器はすべて、プライマリー
ネットワークとセカンダリーネットワークの両方に接続する
必要があります。
プライマリーネットワークとセカンダリーネットワーク同士
はいかなる場合でも相互接続できません。

1. すべてのコンピューターが IP アドレスを自動設定する
ように設定します。

2. スイッチングハブの電源を入れます。

3. 各機器を、プライマリーネットワーク用のイーサネッ
トケーブルで、プライマリーネットワークのスイッチ
ングハブのギガビットポートに接続します。

プライマリーネットワーク セカンダリーネットワーク

プライマリー
 ポート

プライマリー
 ポート

プライマリー
 ポート

セカンダリー
 ポート

セカンダリー
 ポート

セカンダリー
 ポート

リダンダンシー対応の
Dante 機器

Dante Controller

スイッチングハブ 1

スイッチングハブ 2

イーサネットネットワーク 
アダプター

Dante 
Accelerator

リダンダンシー非対応の 
Dante 機器
Dante Accelerator オペレーションマニュアル 6



ネットワークに接続する
4. リダンダンシー対応の各機器を、セカンダリーネット
ワーク用のイーサネットケーブルで、セカンダリー
ネットワークのスイッチングハブのギガビットポート
に接続します。

コンピューターに以前の IP ネットワーク設定が有効な状態
で残っている場合、コンピューターの再起動が必要となる場
合があります。
すべての機器に IP ネットワーク設定が自動的に割り当てら
れます。
NOTE
Dante Accelerator は、ファームウェアのバージョンによって
はリダンダンシーネットワークに対応していません。下記のウェ
ブサイトで、Dante Accelerator のファームウェアがリダンダ
ンシーネットワークに対応しているバージョンかどうかをご確認
ください。
http://proaudio.yamaha.co.jp/

間違った Dante ネットワーク構成

別の Dante 機器とストレート接続する
Dante Accelerator はオーディオ専用インターフェースであ
るため、Dante Controller はコンピューターの標準ネット
ワークアダプター経由でネットワークに接続する必要があり
ます。
そのため、Dante Accelerator から別の Dante 機器には直
接接続しないでください。

プライマリーネットワークとセカンダリーネット
ワークを同一スイッチングハブに接続する
Dante リダンダンシーを用いるときには、2 つの独立した
ネットワークを構成する必要があります。
プライマリーネットワークとして使用するスイッチングハブ
にセカンダリーネットワークを接続したり、セカンダリー
ネットワークとして使用するスイッチングハブにプライマ
リーネットワークを接続したりしないでください。
正しい接続方法については、6 ページの「リダンダント接続
を構成する」をご参照ください。
間違ったリダンダントネットワーク構成

Dante 
Accelerator

イーサネットネットワーク
アダプター

スイッチングハブ

プライマリー
 ポート

プライマリー
 ポート

セカンダリー
 ポート

セカンダリー
 ポート
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ネットワークに接続する
無線ネットワークを介して Dante のオーディオ
データを伝送する
無線イーサネットネットワークは Dante のオーディオデー
タの伝送には使用できません。また、コンピューター にイン
ストールされた Dante Controller では、無線イーサネット
インターフェースやその他の非標準の有線イーサネットイン
ターフェースは選択できません。
Dante ネットワークには、無線接続する機器を使用しないで
ください。

無線構成の例 (間違った接続)

100 Mbps ネットワークインターフェースを使用
する
Dante Accelerator は 100 Mbps のイーサネット機器には
対応していません。以下のようなギガビットインターフェー
スに接続してください。
•ギガビットイーサネット対応スイッチングハブ
•コンピューターのギガビットネットワークインターフェー
ス

Dante 
Accelerator

イーサネットネットワークアダプター
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DANTE ACCELERATOR の基本操作
DANTE ACCELERATOR の基本
操作
Dante Accelerator をコンピューターに取り付けてネット
ワークに接続すると、ネットワーク上の他の Dante 機器と
の間でオーディオのルーティングを設定できます。

操作前のチェックリスト
Dante Accelerator と Dante Controller を設定して使用す
る前に、以下を完了しておく必要があります。
•コンピューターに Dante Accelerator を取り付ける。
•Dante Accelerator ドライバーをインストールする。
•Dante Controller をダウンロードしてインストールする。
•コンピューターと Dante 機器の間のネットワークを設定す
る。

•Dante Controller のユーザーガイドを参照する。
Dante Controllerのユーザーガイドは、下記のウェブサイト
からダウンロードしてください。
http://proaudio.yamaha.co.jp/downloads/

Dante Controller を使用する
Dante Controller を起動すると「Network View」が表示さ
れます。ここにはネットワーク上のすべての Dante 機器が
表示されます。最初は機器内のチャンネルは表示されず、機
器のみが表示されます。送信機 (Tx チャンネルを持つ機器) 
は上の列に、受信機 (Rx チャンネルを持つ機器) は左の行に
表示されます。Dante 送信機または Dante 受信機の隣の + 
記号、および特定の Dante 機器の隣の + 記号をクリックす
ると、チャンネルが表示されます。
Dante Controller のユーザーガイドには、Dante 
Controller の使用に関する詳細な情報が記載されています。
この項では概要のみを説明しているため、Dante Controller 
のすべての機能を使用するには、ユーザーガイドをご参照く
ださい。

Dante Controller の「Network View」

オーディオのルーティングを設定する
Dante Controller を使用すると、Dante 機器間のオーディ
オのルーティングを設定できます。
展開した画面の送信チャンネルの列と受信チャンネルの行の
交差点に青色のセルがあるところで、オーディオのルーティ
ングを設定できます。
「Network View」を使用して、送受信チャンネルの交差点の
セルをクリックし、送信チャンネルから受信チャンネルへの
オーディオのルーティングを設定します。ルーティングが設
定されると緑色のアイコン  が表示されます。もう一度ク
リックするとルーティングが解除されます。
NOTE
機器の交差点を [Ctrl]+クリックすると、一括でルーティングを
設定できます。

カードを設定する
Dante Accelerator の名前、サンプリング周波数、レイテン
シーなどを設定するには、以下の手順を行ないます。

1. Dante Controller を起動します。

2. 以下のいずれかの方法で機器を選択します。
• Dante Controller の「Network View」(送信機の行ま
たは受信機の列のいずれか) で機器名をダブルクリック
します。

•「Network View」メニューで「Device」>「Device 
View」を選択します (または [Ctrl]+[D] を押します)。

選択した機器の「Device View」が開きます。
ネットワーク上に、Dante Accelerator を搭載したコン
ピューターが複数ある場合は、以下の方法で特定のカードを
識別します。
•MAC アドレスの下 6 桁で終わる機器名を探します。
•任意の機器を選択したあと、Dante Controller の Identify 
機能 (以下を参照) を使用してカードを確認します。

「Device View」ウィンドウ
「Device View」には「Receive」、「Transmit」、「Status」、
「Device Config」、および「Network Config」の 5 つのタ
ブがあります。以下の図に、設定済みの Dante Accelerator 
の「Receive」タブ画面を示します。

「Device View」ウィンドウ

Identify 機能
Dante Accelerator オペレーションマニュアル 9



DANTE ACCELERATOR の基本操作
DANTE ACCELERATOR を識別する
ネットワーク上に、Dante Accelerator を搭載したコン
ピューターが複数ある場合、各カードを識別するために 
Identify 機能を使用します。
Dante Controller の「Device View」で特定のカードを選
択し「 Device View」ツールバーの「Identify」ボタン  
をクリックすると、Dante Accelerator のすべての LED が
約 10 秒間緑色に点滅します。

機器名を変更する
初期設定では、Dante Accelerator の機器名は ****-nnnnnn 
です (**** にはカードの名前、nnnnnn は MAC アドレスの
下 6 桁が表示されます)。初めてカードを使用する場合、
カードにはこの名前が付いています。
Dante Accelerator の初期設定の機器名は、ユーザー定義の
名前に変更できます。これを行なうには、Dante Controller 
の「Device View」を開き、変更するカードを選択して、
「Device Config」タブで機器名を変更します。
機器名を変更する場合、古い機器名に入力または出力される
既存のオーディオのルーティングを、新しい機器名で再設定
する必要があります。
機器名の変更の詳細については、Dante Controller のユー
ザーガイドをご参照ください。

チャンネルラベルを変更する
Dante Controller でチャンネルラベルを変更するには、以
下の手順を行ないます。

1. チャンネルラベルを変更する機器の「Device View」
を開きます。

2. (編集するチャンネルラベルに応じて) 「Receive」タ
ブまたは「Transmit」タブをクリックします。

3. チャンネルラベルをダブルクリックします。

4. 新しい値を入力します。
Tx (送信) ラベルはその機器固有のものにする必要がありま
す。

サンプリング周波数を変更する
オーディオのルーティングは同一のサンプリング周波数で動
作する機器の間でのみ設定できます。
サンプリング周波数は、44.1、48、88.2、96、 176.4、
192 kHz のいずれかに設定できます。これを行なうには、
Dante Controller の「Device View」を開き、変更する
カードを選択して、「Device Config」タブでサンプリング
周波数を変更します。また、プルアップ/プルダウン 
(+4.1667、+0.1、-0.1、および -4.0 %) にも対応します。
サンプリング周波数の変更の詳細については、Dante 
Controller のユーザーガイドをご参照ください。

レイテンシーを設定する
レイテンシーを調節するには、Dante Controller で選択し
た機器の「Device View」を開き、「Device Config」タブを
選択します。このタブではいくつかの機器設定を参照または
変更できます。現在の受信レイテンシー設定が表示され、選
択した機器の受信レイテンシーを変更できます。
設定できる値は以下のとおりです。
•0.15 ms (150 マイクロ秒) - 1 台のスイッチングハブを含
むネットワークに適した設定です。

•0.25 ms - 3 台のスイッチングハブを含むネットワークに
適した設定です。

•0.5 ms - 信号パスが最大 5 台のスイッチングハブを通過す
るネットワークに適した設定です。

•1.0 ms - 信号パスが最大 10 台のスイッチングハブを通過
するネットワークに適した設定です。

•5.0 ms ‒ ほぼすべてのネットワークについて安全な値で
す。

NOTE
各設定値に適したネットワークにした場合でも、さまざまな要因
によりノイズなどが発生する可能性があります。

現在の設定とは異なる値を選択した場合、レイテンシーを変
更すると機器への既存のオーディオのルーティングが一時的
に切断され、一部のオーディオデータが失われるという旨の
警告メッセージが表示されます。
変更を行なう場合は「Yes」ボタン、変更を行なわない場合
は「No」を選択します。
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オーディオアプリケーションを使用する
オーディオアプリケーションを使用
する

オーディオアプリケーションを選択する
Dante Accelerator は、Mac コンピューターでは標準 
Core Audio 機器、Windows コンピューターでは ASIO サ
ウンド機器として動作します。

ASIO (Windows の場合)
Windows では、多くの種類のオーディオインターフェース
が一般的に使用されます。Dante Accelerator は ASIO 
オーディオインターフェースを備えており、ASIO 規格に対
応したオーディオアプリケーションで使用できます。このイ
ンターフェースは、Nuendo や Cubase など、多くのプロ
向けオーディオアプリケーションで推奨されています。
Dante Accelerator は Windows オーディオインターフェー
ス (WDM/MME、DirectX など) には対応していないため、
Windows Media Player や iTunes など、Windows で一般
的に利用されるメディアプレーヤーでは使用できません。

Core Audio (Mac の場合)
Core Audio インターフェースは、Mac で利用されるほとん
どのオーディオアプリケーションで使用されます。そのた
め、Nuendo や Cubase などの DAW ソフトウェアから 
iTunes のようなメディアプレーヤーまで、さまざまなアプ
リケーションで Dante Accelerator を使用できます。

オーディオインターフェースとして 
Dante を選択する
通常、オーディオアプリケーションでは、使用するサウンド
カードを選択できます。オーディオインターフェースとして 
Dante Accelerator を使用するようアプリケーションを設定
する前に、カードに必要な設定 (サンプリング周波数やレイ
テンシー ) を行ない、必要に応じてコンピューターを再起動
してください。

Windows
オーディオアプリケーションで、Dante Accelerator をオー
ディオインターフェースとして選択し、設定します。利用可
能なサウンドカードのリストに「Yamaha AIC128-D」と表
示されます。利用可能なサウンドカードのリストに
「Yamaha AIC128-D」が表示されない場合、Dante 
Accelerator は適切に取り付けられていないか、正しく動作
していません。

Mac
iTunes などのアプリケーションを使用するには、Dante 
Accelerator をシステムのデフォルトサウンドカードとして
設定する必要があります。Nuendo や Cubase などの DAW 
ソフトウェアでは、アプリケーション内でカードを選択でき
ます。
サウンドカードを選択できるアプリケーションでは、利用可
能なサウンドカードのリストから、入力と出力の両方に
「Yamaha AIC128-D」を選択します。利用可能なサウンド
カードのリストに「Yamaha AIC128-D」が表示されない場
合、Dante Accelerator は適切に取り付けられていないか、
正しく動作していません。
アプリケーションでサウンドカードを選択できない場合は、
以下の図に示すように、「システム環境設定」パネルでデ
フォルトのサウンド入出力設定を行なう必要があります。

Mac でのサウンド設定 - 「システム環境設定」

Mac でのサウンド設定 ‒ 入力
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オーディオアプリケーションを使用する
Mac でのサウンド設定 - 出力

システムのサウンドエフェクトは、ネットワークに伝送され
るオーディオの妨げにならないように、Dante ではなく内蔵
スピーカーに送る必要があります。

Mac でのサウンド設定 - 内蔵スピーカー
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困ったときは
困ったときは

はじめに
Dante および Dante Accelerator の設定に関する問題は、
大きく以下の 3 つに分類されます。
•ネットワークの設定 (13ページ)
•コンピューターの設定 (13ページ)
•Dante の設定 (15ページ)

ネットワークの設定

ギガビットイーサネット
すべての Dante Accelerator には、ギガビットイーサネッ
トインターフェースが必要です。
そのため、カードをギガビットイーサネット対応スイッチン
グハブに接続する必要があります。

ギガビットイーサネットを使っていることを確認するには
•カードのイーサネットポートにある橙色のギガビット LED 
が点灯している。

•Dante Controller で、カードの (「Device Status」タブ
に表示される)「Primary Link Speed」が 1 Gbps と表示
されている。

1 Gbps ポート/スイッチングハブに接続している場合のリ
ンク速度

コンピューターの設定
Dante ハードウェア機器は、以下のいずれかの方法でネット
ワークから IP アドレスを自動取得します。
•169.254.*.* の範囲のアドレス (セカンダリーネットワーク
が存在する場合は、セカンダリーネットワークに 
172.31.*.* の範囲のアドレス) を自動割り当てします。

•DHCP サーバーがネットワークに存在する場合は、DHCP 
サーバーから IP アドレスを取得します。

コンピューターは、プライマリーネットワークに接続され、
正しい IP アドレスが割り当てられている必要があります。

Dante Controller が使用しているインターフェースを
確認するには
選択したネットワークインターフェースを表示または変更す
るには、Dante Controller の「Network View」のツール
バーで「Interface Selection」ボタン  をクリックしま
す。

Dante Controller が使用している IP アドレスを確認す
るには
IP アドレスを表示するには、「Interface Selection」ボタン

をクリックして、「Configure Dante Interfaces」ダイ
アログボックスを開きます。 

 「Configure Dante Interfaces」ダイアログ

• Dante ネットワークがスタンドアローンであり DHCP 
サーバーが使用されていない場合、IP アドレスは 
169.254.*.* になります。

•Dante ネットワークで DHCP サーバーが使用されている
場合は、(上図に示すように) IP アドレスは使用しているア
ドレシング方式に従います。

Dante Accelerator が使用している IP アドレスを確認
するには
•ネットワーク上の Dante 機器に設定されている IP アドレ
スは、Dante Controller の「Device Status」タブで確認
できます。

•このタブには Dante Accelerator が表示されます。

コンピューターで間違ったインターフェースが使用され
ている場合にみられる症状は
• Dante Controller が機器を認識できない。

コンピューターの IP 設定を確認する
•コンピューターが IP アドレスを自動取得するよう設定され
ているかを確認します。
設定されている場合、コンピューターは他の Dante 機器
と同じネットワークで IP アドレスを自動的に取得しま
す。

•DHCP サーバーが存在する場合、コンピューターおよび 
Dante 機器は DHCP サーバー経由で IP アドレスを取得し
ます。

•サードパーティーのファイアウォールがインストールされ
ているかを確認します。
Windows と Mac の標準のファイアウォールは、インス
トール時に設定されます。
サードパーティーのファイアウォールは手動で設定する
必要があります。
ファイアウォールの要件と設定の詳細については、
Dante Controller のユーザーガイドをご参照ください。

ギガビット LED
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困ったときは
スイッチングハブ設定およびケーブル接続
ケーブルはネットワーク系統で最もエラーが発生しやすい部
分です。
ケーブル接続の問題が疑われるときは、以下の確認をしてく
ださい。
•イーサネットケーブルが外れていないか、または接続不良
でないか

•スイッチングハブが適切に設定されているか
•Dante 機器が外れていないか、または電源が切れていない
か

スイッチングハブまたはケーブルに問題がある場合にみ
られる症状は
• Dante Controller の「Network View」に機器が表示され
ない。

•Dante Controller に橙色の「サブスクリプション失敗」ア
イコンが表示される。

•音飛びまたはノイズが発生する。
•Dante Controller に Dante 機器が表示されたり消えたり
する。

スイッチングハブとケーブルに関するチェックリスト
•スイッチングハブの接続リンク/ステータスのライトがすべ
て期待どおりに点灯または点滅していますか?

•スイッチングハブの電源は入っていますか?
•スイッチングハブ、コンピューター、および機器のケーブ
ルは正しく接続されていますか?

•スイッチングハブが正しく設定されていますか?
•QoS が正しく設定されていますか?
•スイッチングハブの設定を点検なしで使用していませんか?
•スイッチングハブのマニュアルを参照して設定を確認して
いますか?

システムのチェックリスト
カードを取り付ける前に、以下の確認を行なう必要がありま
す。
•コンピューターに管理者権限でログインしているか。
コンピューターを Dante ネットワークで使用する場合、以
下の確認を行なう必要があります。
•最新の Dante Controller がインストールされているか。
•ASIO または Core Audio インターフェースに対応する
オーディオアプリケーションがインストールされているか。

Dante ネットワークを適切に設定するには、以下の確認を行
なう必要があります。
•正しいネットワークインターフェースが選択されているか。
•正しい IP アドレスが使用されているか。
•オーディオインターフェースとして Dante Accelerator を
使用するようにオーディオアプリケーションが正しく設定
されているか。

ドライバーのバージョンを確認する

Windows
Windows では、Dante Accelerator を取り付けるとデバイ
スマネージャーに表示されます。 
Windows 7 でデバイスマネージャーを開くには、「コント
ロールパネル」>「ハードウェアとサウンド」>「デバイスマ
ネージャー」と選択します。
カードは、「サウンド、ビデオ、およびゲームコントロー
ラー」グループに表示されます。

Windows のデバイスマネージャー

ドライバーのバージョンを確認するには、機器を右クリック
して「プロパティ」を選択し、「ドライバー」タブを選択し
ます。
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困ったときは
Mac
Mac では、Dante Accelerator を取り付けるとシステムプ
ロファイラに表示されます。
システムプロファイラは、「アプリケーション」フォルダー
の「ユーティリティ」フォルダーにあります。
カードは「PCI カード」の「ハードウェア」セクションに表
示されますが、ドライバーバージョンを確認するには、「ソ
フトウェア」>「機能拡張」を選択します。

Mac のシステムプロファイラ

ドライバーのバージョンを確認するには、調べたい機器を選
択します。機器の詳細の一番上にドライバーのバージョンが
表示されます。x.x.x はバージョンを示します。

Dante の設定

サンプリング周波数
サンプリング周波数の設定
• Dante Accelerator とオーディオデータをやりとりする機
器との間で、異なるサンプリング周波数が設定されていま
せんか?

Dante Controller を使用して、Dante 機器のサンプリング
周波数を確認します。
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